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プログラム名
（40字以内）

団体名/所属

活動区分 国際交流体験活動 希望する選考方法 書類審査のみ

募集人数 4人 選考対象 大学院学生を含む

活動方法

参加者に求めるもの

活動期間 2026/8月中の全4日間を予定 主な活動予定場所 タイ・バンコク

プログラム実施の目的

具体的な内容(800字程度)

【総額】参加するための
費用

【内訳】参加するための費用
(宿泊費)

【内訳】参加するための
費用(交通費)

【内訳】参加するための
費用(その他)

奨励金額(予定) 40,000円

備考

活動に関する関係資料の
ダウンロードサイト

応募団体を紹介するウェブサイト
等(団体で応募の場合)

この企画に対する担当者
(応募団体)の参加の有無

特に無し

特に無し

参加する

タイ伝統医療は、低コストで副作用や合併症が少ない持続可能な予防医療・健康増進モデルとして発展してきました。タイ政府はこれらを文化遺産として位置づ
け、近年はエビデンスやSDGsの観点からも、国内での再評価とともに世界への発信を進めています。

本プログラムでは、タイ国内の教育機関、大学病院、政府機関、大学を訪問し、タイ伝統医療を文化・医療・政策・グローバルヘルスの視点から体験的に学びま
す。現地の専門家や学生との交流を通じて、タイで培われてきた知恵が他国の医療・健康政策にもどのように応用可能かを考察していきます。滞在中は、タイ
ハーブをたっぷり使ったタイ料理を囲みながらの交流や、東京大学OB・OGの先輩方との懇親会も予定しています。

一連の学びを、以下の二つの視点から段階的に深めていきます。

① 〈体験知〉として読み解く
リラクゼーションを目的としたタイ古式マッサージ（WHO「無形文化遺産」）をはじめ、タイ古式ヨガやタイハーバル療法を、施術を受ける体験と実践の両面から学
びます。日常生活に根ざした民間伝承としてのケアに触れるとともに、王立ワット・ポー寺院境内に伝えられる伝統医療に関する歴史的資料（WHO「世界の記
憶」）を拝観し、身体で学ぶ実践知と、壁画や石像として刻まれてきた知の体系の両方に触れます。

② 医療・政策・グローバルヘルスの文脈で考える
大学病院では、現代医療の中でタイ伝統医療が治療や回復支援、ケアの現場でどのように活用されているのかを学びます。政府機関では、ヘルスプロモーショ
ン政策における制度的な位置づけを理解します。さらに、グローバルヘルスの視点から、健康をめぐる国際的課題への活用可能性を考察していきます。

主な予定訪問先
・Wat Po Thai Traditional Medical School
・School of Global Health, Faculty of Medicine, Chulalongkorn University
・The Center of Applied Thai Traditional Medicine, Faculty of Medicine, Siriraj Hospital, Mahidol University
・Department of Thai Traditional and Alternative Medicine, Ministry of Public Health

※本プログラムは、教養学部タイ医学ゼミナール主催、ワット・ポー・タイ伝統医学校およびチュラロンコン大学医学部グローバルヘルス課共催の特別企画で
す。

約145,000円程度（為替変動や物価変動の影響により費用が増加する可能性有）

1泊 約3,000円～（シングルルーム・最安値目安／各自手配）

往復 約60,000円～（LCC等利用時の最安値目安／各自手配）

約70,000円程度 （バンコク市内交通費、食費［1日約4,000円×4日間］、訪問先関連諸費用 等）

・予防医療やヘルスプロモーションに強い関心のある学生を歓迎する。
・タイ医学ゼミ受講歴の有無にかかわらず応募可能。
・事前オリエンテーションへの参加を必須とする。
・一定程度の英語によるコミュニケーション能力を有することが望ましい。
・現地集合・現地解散とする。
・渡航準備等については相談サポートあり。
・諸費用は為替変動等により増加する場合がある。
・現地SIM／Wi-Fiは各自で手配すること。
・諸事情により訪問先やスケジュールが変更となる場合がある。

【問い合わせ先：宮原由佳／thai.igaku.zemi@gmail.com】

タイにおけるヘルスプロモーション政策の中で、タイ伝統医療が果たしている役割を学び、そのグローバルな応用可能性について考察す
る。
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タイ伝統医療とヘルスプロモーション政策：グローバル化の未来を考える

教養学部タイ医学ゼミナール

オンラインを活用しつつ現地活動を行う

特に無し

特に無し
特に無し

